


















































－３０４－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
【パブリシティ権に関する主要裁判例】





























人 肖像 人格権説 「専ら」基準説 ×
ピンク・レディー 事件【控訴審】
（知財高判平２１．８．２７）
人 肖像 人格権説 総合考慮説 ×
ピンク・レディー 事件【上告審】
（最判平２４．２．２）

















































































































































































































































































































































４ 判タ 1367号（2012年 5月 15日号 97頁以下）。
５ Haelan Laboratories, Inc. v. Topps Chewing Gum, Inc., 202 F. 2d 866 (2d Cir.), cert. denied,
346 U. S. 816, 74 S.Ct. 26, 98 L. Ed. 343 (1953).
６ 中島基至『Law & Technology56』（2012）民事法研究会、73頁。
７ 茶園成樹・小泉直樹「アメリカ不正競争法リステイトメント試訳（六・完）」民商法
雑誌 112巻 3号 464頁以下。
８ 伊藤正己『プライバシーの権利』（1963）岩波書店、145頁以下。






















































































































１１ 第 1審・東京地判平 2.12.21（判タ 772号 253頁）、控訴審・東京高判平 3.9.26（判タ
772号 246頁）。
１２ 第 1審・東京地判平 16.7.14（判タ 1180号 232頁）、控訴審・東京高判平 18.4.26（判
タ 1214号 91頁）。














２０ 東京地判平 17.6.14（判タ 1217号 310頁）。
２１ 前掲・注１１
２２ 最判平 9.12.18（判タ 959号 153頁等）。
２３ 前掲・注６、71頁。
２４ 最大判昭 61.6.11（民集 40巻 4号 872頁）。
２５ 最判平 18.1.20（民集 60巻 1号 137頁）。
２６ 最判平 6.2.8（民集 48巻 2号 149頁）。




３０ 東京地判平 17.8.31（判タ 1208号 247頁）。
３１ 前掲・注６、72頁。
３２ 知財高判平 21.8.27（判タ 1311号 210頁）。
３３ 中島基至（ジュリ 1445号 90頁）。
－３１６－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
３４ 田村善之「パブリシティ権侵害の要件論考察―ピンク・レディー事件最高裁判決の
意義」法時 84巻 4号 3頁。
３５ 前掲・注６、77頁。例えば、個人が無料で肖像写真を配布したり、インターネット
上の個人のファンサイトやブログに肖像写真をアップするケースは、「商品等」には
該当せず、パブリシティ権を侵害するものではない。しかし、上記肖像写真が本人等
の営業上の利益を害するようなケースの場合には、侵害要件上の「等」に該当する可
能性が生じ得る。
「パブリシティ権」をめぐる判例理論の展開に関する考察 －３１７－
